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ス
ト
レ
ス
と
は
、
心
と
体
が
周
囲
の
環
境
に

適
応
し
よ
う
と
し
て
生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ
と
。

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
変

化
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
環

境
に
慣
れ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
健
康
な
心
の
状
態
を
風
船

と
し
た
場
合
、
上
か
ら
手
で
押
さ
え
る
と
へ
こ

み
ま
す
。
こ
の
へ
こ
ん
だ
状
態
が
ス
ト
レ
ス
状

態
で
あ
り
、
圧
力
を
加
え
て
い
る
手
が
ス
ト
レ

ッ
サ
ー
（
ス
ト
レ
ス
の
要
因
）
で
す
。
つ
ま
り
、

ス
ト
レ
ス
と
は
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
加
わ
っ
て
心

身
に
負
荷
が
か
か
っ
た
状
態
と
い
え
ま
す
。　

　

こ
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
は
、
騒
音
・
振
動
・

排
ガ
ス
・
悪
臭
な
ど
の
物
理
的
化
学
的
ス
ト
レ

ッ
サ
ー
、
病
気
・
け
が
な
ど
の
生
物
学
的
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
、
人
間
関
係
・
経
済
情
勢
な
ど
の
社

会
的
心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
特
に
心
の
健
康
に
関
わ
っ
て
く
る
の

が
社
会
的
心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
で
す
。

　

人
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
次
の
よ
う
な
症

状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

《
体
に
現
れ
る
症
状
》

　

頭
痛
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、
眼
精
疲
労
、
睡
眠

障
害
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
動ど

う
き悸
、
息
切
れ

な
ど

ストレスを解消し
　  心も体も健康に
ストレスを解消し
　  心も体も健康に
ストレスを解消し
　  心も体も健康に

気付いて理解するストレス予防気付いて理解するストレス予防

　

わ
た
し
た
ち
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
自
覚
で
き

な
い
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
気
分
の
落
ち
込
み
や
体
調
不
良
、
免
疫
力
の
低

下
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
気
付
き
、
理
解
し
、
自
分
に
あ
っ
た
対
処
方
法
を
見
つ
け
、

心
も
体
も
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ス
ト
レ
ス
っ
て
な
に

ストレス
（ストレッサー）

ストレスのない状態
ストレスが

かかっている状態

元に戻る

元に戻りにくくなる

　

 

こ
ん
な
に
あ
る
あ
な
た
の
周
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ス
環
境

　

通
常
手
を
離
せ
ば
風
船
は
元
に
戻
り
ま
す
が
、

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
強
す
ぎ
た
り
継
続
的
な
負
荷

が
か
か
っ
た
り
す
る
と
元
に
戻
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
無
理
を
し
す
ぎ
て
心
身
に
ゆ
が
み
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
休
養
や
睡
眠
な
ど
で
元
の
丸

い
形
に
戻
す
工
夫
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

 

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と

　
　
　
　
　

出
る
こ
ん
な
症
状

将来の不安
老後の不安

身近な人の死
喪失感

失業・リストラ
経済問題

人間関係
近所づきあい
など

結婚・離婚
妊娠・出産

定年退職
引越しなど
環境変化

家族不和
教育問題

老親の介護
本人・家族の
健康問題
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《
心
の
症
状
》

　

気
分
の
落
ち
込
み
、
悲
観
的
な
も
の
の
見
方
、

憂
う
つ
感
、
無
力
感
、
集
中
力
・
判
断
力
・
記

憶
力
・
意
欲
の
低
下
、
不
安
感
、
怒
り
っ
ぽ
く

な
る
、
自
分
を
責
め
た
り
劣
っ
て
い
る
と
感
じ

る
、
身
の
回
り
の
こ
と
に
興
味
や
関
心
が
持
て

な
い
な
ど

《
行
動
に
現
れ
る
症
状
》

　

過
食
、
多
弁
、
飲
酒
量
の
増
加
、
外
出
を
し

な
く
な
る
、
過
眠
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
、

仕
事
や
家
事
の
能
率
の
低
下
な
ど

《
生
活
の
リ
ズ
ム
を
見
直
そ
う
》

　

生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
と
、
自
律
神
経
機

能
や
免
疫
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ス
ト
レ

ス
を
生
む
原
因
と
な
り
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
で
ス
ト
レ
ス
の
緩
和
機
能
を
向
上
さ

せ
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

《
睡
眠
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
》

　

１
日
の
疲
れ
は
体
に
感
じ
る
も
の
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
な
ど
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
、
体
以
上
に
頭

（
脳
）
も
疲
労
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
大
切
な
の
が
睡
眠
で
す
。
睡
眠
は
心

身
の
疲
れ
を
癒
す
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

り
出
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
昼
間
に
眠
っ

た
り
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
り
と
不
規
則
な

生
活
を
し
て
い
る
と
体
内
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め
に
は
、
早

起
き
を
習
慣
に
し
て
起
き
た
ら
す
ぐ
に
太
陽
の

光
を
浴
び
、
体
内
リ
ズ
ム
の
崩
れ
を
リ
セ
ッ
ト

し
ま
し
ょ
う
。
朝
だ
け
で
な
く
昼
間
、
明
る
い

光
を
浴
び
て
お
く
と
、
睡
眠
を
促
す
「
メ
ラ
ト

ニ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
夜
の

寝
つ
き
が
良
く
な
り
ま
す
。

《
体
を
動
か
し
て
気
分
転
換
》

　

運
動
す
る
と
脳
内
の
快
楽
物
質
が
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
心
に
も
よ
い
運

動
を
積
極
的
に
生
活

に
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

《
入
浴
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
》

　

ぬ
る
め
の
お
風
呂
（
38
～
40
℃
）
に
ゆ
っ
た

り
20
分
く
ら
い
漬
か
り
ま
し
ょ
う
。
副
交
感
神

経
（
リ
ラ
ッ
ク
ス

状
態
へ
調
整
す
る

自
律
神
経
）
が
刺

激
さ
れ
、
心
身
の

緊
張
を
と
っ
て
く

れ
ま
す
。
全
身
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
頭
皮
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

《
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
で
視
点
の
転
換
を
》

　

笑
い
や
ユ
ー
モ
ア

に
よ
っ
て
免
疫
力
が

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

そ
の
効
果
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
笑
い

は
心
の
余
裕
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
す
。

《
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
趣
味
を
持
と
う
》 

　

仕
事
を
離
れ
、
趣
味
や
気
分
転
換
の
旅
行
な

ど
も
疲
れ
た
脳
を
休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日

常
生
活
の
中
で
好
き
な

音
楽
を
上
手
に
取
り
入

れ
る
と
気
分
を
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
好
き
な
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
》

　

医
療
機
関
で
も
薬
理
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
。
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
好
き
な
香
り
を

見
つ
け
て
、
生
活
に
取

り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
３―

０
０
５
３

　
 

ス
ト
レ
ス
を

　
　
　
　

解
消
す
る
た
め
に

ス
ト
レ
ス
が
続
く
と…

　

体
は
ス
ト
レ
ス
に
適
応
し
よ
う
と

３
段
階
の
過
程
を
経
験
し
ま
す
。

　

あ
る
と
き
は
調
子
が
よ
く
て
も
、

次
第
に
疲
れ
き
り
、
心
の
不
調
が
現

れ
て
き
ま
す
。

・心身の不調が消える
・不自然に頑張り過ぎる
　　　　　　　  など

・気持ちの落ち込み
・やる気の低下
・疲労感　　　   など

普段の体調

抵  抗  期 警告反応期疲へい期

心
身
の
病
気

ス
ト
レ
ッ
サ
ー

「もう限界だ」

「つらい、
相談しよう
かな…」

「まだ、
頑張れそう」

「無理をしてでも
やらなきゃ
いけない！」

「何となく
いつもと
違う…」

　

 

自
分
に
合
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
　
　
　

 

方
法
を
見
つ
け
よ
う
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緊急雇用対策（緊急雇用創出基金事業）により
臨時職員を募集します

▶応募要件　民間会社（営利法人）の業績不振で任期満了前に解雇された、または任期満了により雇い止めと
なったなどで、現在求職活動をしている方

▶応募方法　履歴書（市販のもの）と離職証明書（発行されている場合）を6月19日（金）までに人事課へ持
参してください。

▶面 接 日　6月22日(月)を予定しています。
▶採用決定　面接のうえ、採否を決定します。
▶問い合わせ　①は税務課収納担当（内線237）、②は文化財保護課文化財保護担当☎553－3581、①②と

も人事課人事給与担当（内線207）

市長のさわやか訪問を実施しました

　平成19年度にスタートした「市長のさわやか訪問」は、市
民の目線に立った市政を推進することを目的とした広聴活動
の一つで、市長自らが企業やサークル、各種団体などに出向
き、皆さんの生の声をお聞きしています。
　4月28日、今年度の第1回目として、医療法人葦の会石井
クリニックを訪問しました。
　職員の説明を受けながら、クリニックのリハビリテーショ
ン室のほか、通所リハビリテーション施設、デイケア・
ショートステイ施
設を見学し、施設
利用者ともコミュ
ニケーションを図
りました。
　施設見学後は、
市政に対する意見
交換を行い、医療
および介護の現場に携わる職員の皆さんから、忌憚のない意
見や提言などを頂きました。

　市では、「市長のさわやか訪問」の訪問先を募集しています。
▶応募資格　市内の企業、サークル、団体
▶申し込み・問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「市長と語る対話集会」の
参加者を募集します

　「もし自分が市長だったら」という視点から、
市政に対する意見・提言を寄せていただく「市長
と語る対話集会」を開催します。
　この集会は、自治会長をはじめとする各種団体
の代表者の皆さんに呼びかけ、さらに公募の市民
の皆さんの参加もいただき、対話方式で市長が直
接意見・提言を伺うものです。
　次の地区を対象に開催します。ぜひご参加くだ
さい。

▶開催日時・場所

▶対　　象　該当地区在住の方
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

地　　区 日　　時 場　　所

荒木、須加 ７月９日（木）
午後７時～８時30分 荒木公民館

長野、太田 ７月１２日（日）
午後１時30分～３時 長野公民館

北河原、南河原 ７月１７日（金）
午後７時～８時30分 南河原公民館

募集職種 ①税務課 ②文化財保護課

募集人員 2人 6人

業務内容 収納担当において入力業務など
(エクセル、ワードのできる方)

埋蔵文化財出土品整理業務
（室内外での水洗作業など）

勤務期間 7月2日（木）～12月31日（木）の6カ月間 7月1日（水）～9月30日（水）の3カ月間

勤務時間
午前8時30分～午後5時
（1日7.5時間）

週5日勤務（月～金曜日）

午前8時30分～午後5時
（1日7.5時間）

週4日勤務（火～金曜日）

賃　　金 時給830円

そ の 他 社会保険加入
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春  

の  

叙  

勲

　

こ
の
ほ
ど
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら

は
栁
澤
守
氏
が
旭
日
小
綬
章
、
橋
本
仁
助
氏
、
三
浦
信
子
氏
が
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
危
険
業
務

従
事
者
と
し
て
田
島
實
氏

が
瑞
宝
双
光
章
に
、
小
柏

　

氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
輝

き
ま
し
た
。

三浦　信子 氏
（75 歳・下中条）

橋本　仁助 氏
（77 歳・旭町）

小柏　     氏
（72 歳・持田）

田島　 實 氏
（72 歳・埼玉）

古代蓮会館と県立さきたま史跡の博物館
の入館料相互割引を実施します

　古代蓮会館と県立さきたま史跡の博物館では、それぞれの施
設を利用していただいた場合に、もうひとつの施設へ団体割引
料金で入館できるようになります。

▶実施期間　６月20日（土）～８月30日（日）
▶割引方法　双方の入館券（半券）をそれぞれの入館受付時に

提示してください。※割引適用は当日のみ
▶割引金額　
【古代蓮会館】大人（高校生以上）400円を320円、小・中

学生200円を160円
【さきたま史跡の博物館】大人200円を120円、高校生・大

学生100円を60円
▶問い合わせ　古代蓮会館☎559―0770または県立さきた

ま史跡の博物館☎559―1111

幻想的なホタルの舞を楽しむ夕べ
ホタル観賞会を開催します

 「古代蓮の里ホタルの会」では、市と協働で古代蓮の里ホタ
ルの川にヘイケボタルの幼虫を放流し育てています。
　ホタルの飛び交う様子を多くの皆さんに見ていただくため、
次の日程で観賞会を開催します。当日は、同会会員が案内・説
明をします。夏の夜のひとときをホタルでお楽しみください。

▶日時　６月19日(金)～21日(日)午後７時30分～８時30分
※雨天・強風時は中止の場合あり

▶場所　古代蓮の里ホタルの川
▶お願い　ホタルは光を嫌います。カメラや懐中電灯の光を向

けないでください。
▶その他　ホタルは観賞会日程以外でも、６月中旬から７月中

旬まで、晴れた風のない日に見ることができます。
▶問い合わせ　まちづくり推進課公園担当（内線353）

古代蓮の里駐車場の有料化に伴い
無料駐車券を配布します

　古代蓮の里では、蓮の開花時期に限定し、次の期
間、駐車料金を徴収します。
　市民の皆さんは、配布される駐車券を提示すること
により駐車場を無料で利用できますが、駐車券を携帯
していない場合は有料となります。
　また、７月19日（日）の蓮まつり開催日は、混雑解
消のため無料駐車券は利用できません。なお、小針ク
リーンセンター北側の臨時駐車場（無料）を開設しま
すので、混雑時や蓮まつり開催日などは係員の指示に
従ってください。

▶有料期間　６月20日（土）～８月９日（日）
▶有料時間　午前５時～午後２時
▶駐車料金　普通・小型・軽自動車１台あたり500円
　　　　　　乗合型自動車１台あたり1,500円
　　　　　　※障害者手帳をお持ちの方、自転車、
　　　　　　　自動二輪車を利用する方は無料 
▶駐車券配布　各自治会を通じて配布

　使用後の駐車券を下記窓口にお持ちください。
先着1,000人に古代蓮の里オリジナルポスト
カードを差し上げます。

▶受付期間　８月９日（日）～31日（月）
▶受付場所　古代蓮会館（午前９時～午後４時※
　　　　　　月曜日を除く）およびまちづくり推
　　　　　　進課公園担当（市役所２階・午前９
　　　　　　時～午後５時※土・日曜日を除く）

▶問い合わせ　まちづくり推進課公園担当（内線353・
　354）

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

栁澤　 守 氏
（75 歳・壱里山町）

旭
日
小
綬
章
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　母子家庭の母親が、就職の際に有利で生活の安定に役立つ資格
を取得するため、養成機関で修業する場合、一定期間について母
子家庭高等技能訓練促進費を、また、訓練修了後に入学支援修了
一時金を支給します。必ず受講開始前に相談をしてください。

▶対象　市内に住所を有する母子家庭の母親で、次のすべての要
件に該当する方。

　⑴児童扶養手当の支給を受けているか、または同様の所得水準
　にある方。

　⑵対象資格を取得するために、養成機関において2年以上のカ
　リキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる方。

　⑶就業または育児と修業の両立が困難であると認められる方。
　⑷過去に高等技能訓練促進費の支給を受けたことがない方。
▶対象資格　看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療

法士、准看護師など
▶支給対象期間など
　○訓練促進費

　受講期間の2分の１の期間で後半の期間（上限18カ月）が
支給対象期間となります。

　○一時金
　　養成機関のカリキュラムを修了した場合に支給されます。
▶支給額
　○訓練促進費
　・市町村民税非課税世帯：月額103,000円
　・市町村民税課税世帯：月額  51,500円
　○一時金
　・市町村民税非課税世帯：50,000円
　・市町村民税課税世帯：25,000円
▶その他　提出書類などは、相談時に説明します。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線292）

母子家庭高等技能訓練促進費等を
支給します

　児童手当は、小学校修了前の児童を養育し、
所得が一定額未満の方に支給されます。
※外国人の方も要件を満たせば支給されます。

▶手当の金額
【0歳から2歳までのお子さん】
　1人につき月額10,000円
【3歳の誕生日の翌月から12歳の年度末まで
　のお子さん】
　第1子、第2子…1人につき月額5,000円
　第3子以降…１人につき月額10,000円

※18歳の年度末を迎えるまでのお子さんの中で何番
目のお子さんにあたるかで支給額が変わります。

▶支給の時期　手当は年3回、2月・6月・10
月にそれぞれ前月分までが、まとめて支給さ
れます。なお、申請した月の翌月分から支給
されます。
▶申請（認定請求）方法　子育て支援課にある

認定請求書を提出してください。お持ちいた
だくものは、同課に問い合わせください。

　※公務員の方は勤務先へ申請してください。
▶その他　過去に所得制限により非該当になっ

た方でも、その後の所得額の変動などにより
該当になる場合がありますので、新たに認定
請求をしてください。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当

（内線262）

小学校修了前のお子さんを育てている方へ

児童手当の請求はお済みですか

第３子以降のお子さんの誕生をお祝いし
「子育てハッピー券」を贈呈します

　市では、子育て支援施策の新規事業として、平成21
年度から「浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事
業」を実施しています。これは、第３子以降のお子さ
んの誕生を祝して出生児童１人当たり36,000円相当
の「子育てハッピー券」をその保護者に贈呈し、各協
賛店舗が用意するオリジナリティーあふれる3,000円
相当の“子育てハッピーセット（お祝いセット）”と
引き換えていただくものです。

▶対象　次の要件を満たす方
⑴４月１日以降に出生した第３子以降のお子さんの

保護者で、本市に居住し、住民基本台帳に記録さ
れている、または外国人登録原票に登録されてい
る18歳未満の児童を２人以上養育されている方

　⑵市民税を完納している方

▶申し込み　子育て支援課にある「子育てハッピー券
申込書」に必要事項を記入し、出産から３カ月以内
に同課へ提出してください。　

▶利用できる店舗　浮き城のまち・子育てジョイ事業
の協賛店舗のうち、当事業に参加している店舗

▶その他　協賛店を随時募集しています。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線262）

子育てハッピー券の流れ

市
（
子
育
て
支
援
課
）

保
護
者
（
利
用
者
）

事
業
者
（
協
賛
店
舗
）

（
審　

査
）

子育てハッピー券
の申し込み

子育てハッピー券
の贈呈   

子育てハッピー券と
引き換えに子育て
ハッピーセットを提供
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　市では、市民の健康で文化的
な生活の確保に寄与することを
目的として「行田市環境基本計
画」を平成16年3月に策定し、
環境の保全および創造に関する
施策を総合的かつ計画的に推進
しています。
　このたび、この計画が策定か
ら5年を経過することから、施
策の進捗状況についての点検お
よび評価結果を踏まえ、また、
地球温暖化などのさまざまな環
境や社会情勢の変化に対応して
いくため、平成21年3月に計画
を改定しました。
 「行田市環境基本計画（改定
版）」は、市役所市政情報コー
ナー、南河原支所、各公民館で
閲覧できるほか、市ホームペー
ジでダウンロードできます。

▶問い合わせ　環境課環境政策
　担当☎556－9530

行田市環境基本計画を
改定しました

　7月1日、平成21年経済センサス－基礎調査が全国一斉に行われます。
　この調査は、商店や工場、営業所、事務所、学校、旅館、学習塾、病院、寺院
など、すべての事業所が対象となる大規模な統計調査です。調査の結果は国や都
道府県、市区町村における産業、雇用、男女共同参画など、これからの行政を考
える重要な基礎資料として活用されます。
　6月下旬に調査員が調査票の記入のお願いに各事業所を訪問しますので、ご
協力ください。記入後は調査員が回収に伺います。
（一部の事業所は国、県、市が直接調査票を配布・
回収します）
　なお、調査員は顔写真付きの調査員証を携行して
います。また、調査票の記入内容を漏らすことや、
統計法に規定された目的以外に使用することは固く
禁じられており、事業所の秘密は保護されます。

▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

平成 21 年 経済センサス－基礎調査ご協力ください

住民票の一部の写しの閲覧者を公表します住民票の一部の写しの閲覧者を公表します住民票の一部の写しの閲覧者を公表します

ダンボールは燃やせるごみに出さないでください

　最近、燃やせるごみをダンボールに入れて出す方がいますが、燃やせるごみは
紙袋に入れて出してください。
　ダンボールは資源ごみとして有効利用を図っていますので、燃やせるごみとし
て出さないようお願いします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

申出者 ( 委託者 ) 閲覧事項の利用目的 閲覧年月日 請求に係る住民の範囲

社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次

(内閣府大臣官房政府広報室)
国民生活に関する世論調査 平成20年５月29日 大字下須戸

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

(埼玉県県民生活部広聴広報課)
平成20年度埼玉県政世論調査 平成20年６月11日 谷郷３丁目、長野２丁目

社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次

(内閣府大臣官房政府広報室)

食料・農業・農村の役割に
関する世論調査 平成20年８月29日 佐間２丁目

株式会社GIS関東　
代表取締役　土屋邦充

(埼玉県都市整備部都市計画課)

埼玉県主催の
「総合都市交通体系調査

(パーソントリップ調査)」

平成20年８月27日・
28日、９月２日・
３日・４日・５日

市内全域

社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次

(内閣府大臣官房政府広報室)

外交に関する世論調査
(附帯：時事問題) 平成20年９月26日 佐間１丁目

株式会社ビデオリサーチ　
代表取締役社長　木村武彦
(日本たばこ産業株式会社)

2009年全国たばこ喫煙率調査 平成20年12月24日 駒形１丁目

社団法人新情報センター　
事務局長　平谷伸次

(内閣府政策統括官(共生社会政策担当)付
少子・高齢化対策第２担当)

高齢者の地域社会への
参加に関する調査 平成21年２月５日 谷郷１丁目

平成20年度に住民票の一部の写しの閲覧を許可した者を公表します。
・住民基本台帳法第11条第１項の規定によるもの………………０件
・住民基本台帳法第11条の２第１項の規定によるもの…………７件

▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242）
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市
で
は
、
市
内
で
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な

ど
の
撮
影
を
す
る
場
合
の
ロ
ケ
地
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
公
共
施
設
の
使
用
な
ど

を
支
援
す
る
窓
口
と
し
て
「
行
田
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
は
、

行
田
市
観
光
協
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

行
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
水
と

緑
に
恵
ま
れ
た
歴
史
の
ま
ち
「
行
田
」
に
あ
る

数
々
の
財
産
を
活
用
し
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
本
市
の
魅
力
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容

①
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
撮
影
場
所
に

関
す
る
情
報
の
提
供

②
市
が
有
す
る
公
共
施
設
の
撮
影
に

関
す
る
相
談
や
施
設
管
理
者
と
の

連
絡
調
整

③
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
の
紹
介

④
そ
の
他
撮
影
に
関
す
る
各
種
相
談

応
答

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
候
補
地
の
登
録
を

　

皆
さ
ん
の
自
宅
や
会
社
の
社
屋
、

境
内
地
、
山
林
な
ど
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
候
補
地
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

　

行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課

内
・
内
線
３
８
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
な
ぜ
設
置
す
る
の

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
方
の
約
７
割
が
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
半
数
が
就
寝
時
間
帯
に

発
生
し
、
そ
の
中
で
も
高
齢
者
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
煙
な
ど
の
発
生
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
尊
い
命
と

財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
で
す
。　
　

ど
の
く
ら
い
効
果
が
あ
る
の

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
の
死

者
発
生
率
は
、
設
置
し
て
い
な
い
場
合
と
比
較

し
て
約
３
分
の
１
に
減
少
し
た
と
の
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
約
30
年
前
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
効
果
は
絶
大
で
す
。

対
象
と
な
る
建
物
は　

　

戸
建
住
宅
、
長
屋
住
宅
、
共
同
住
宅
な
ど
住

宅
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
建
物
は
す
べ
て
対

象
と
な
り
ま
す
。

購
入
場
所
は

　

消
火
器
な
ど
の
消
防
設
備
を
取
り
扱
っ
て
い

る
業
者
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
な

ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

早
め
の
設
置
を

　

行
田
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
は
、
早
め
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
担

当
☎
５
５
６―

２
５
６
５
ま
た
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
相
談
室
☎
０
１
２
０―

５
６
５―

９
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

　

ご
登
録
く
だ
さ
い　

　

行
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　市では、市内を活動の拠点とする市民公益活動団体
の活動を支援するため、また、これから市民公益活動
を始めたいと考えている市民の方々へ市民公益活動に
関する情報を提供するため、あらかじめ市民公益活動
を行っている団体の活動情報などを市へ登録していた
だくこととしました。今後は、登録していただいた情
報を市報ぎょうだや市ホームページなどを通じて積極
的に提供していきます。
　また、登録していただいた団体には、直接、市から
市民公益活動に関する各種情報を提供します。
　現在、市民公益活動を行っている団体は、ぜひご登
録ください。

▶登録要件
　登録申請できる団体は、次の要件を満たす必要があ
ります。
①市民公益活動(＊)を行う団体であること
②事務所が市内に置かれていること、または活動が市
　内で行われていること
③活動が継続的に行われ、独立した組織であること
④規約などで組織や運営の方法が決まっていること
⑤暴力団もしくはその構成員の統制の下にある団体で
　はないこと
　＊市民公益活動とは、次の要件を満たす活動をいいます。
　　・市民による自主的な活動であること
　　・営利を目的としない活動であること
　　・本市を基盤とした活動であること
　　・市民の利益または社会全般の利益を図る活動で
　　　あること
　　・宗教、政治または選挙を目的とする活動ではな
　　　いこと
　　・社会秩序を乱し、または市民生活に脅威を与え
　　　る活動ではないこと
▶登録方法
　市の指定する申請書に次の書類を添付し、生活課へ
直接または郵送で提出してください。①団体基本情報
シート、②規約など、③事業実績報告書、④事業計画
書、⑤収支決算書、⑥収支予算書、⑦会員名簿
※申請書と団体基本情報シートは、生活課に備え付け
てあります。　

▶申請・問い合わせ　
　生活課市民活動担当（内線252）

市民公益活動団体の登録

各寝室

寝室のある階の階段

２階建てで２階に寝室・居室がある場合

【設置例】

　
死
者
発
生
率
が
３
分
の
１
に

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　
　
　
　

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
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　敬老模範家庭・三夫婦世帯・金婚
夫婦合同表彰式を次のとおり行いま
す。今年度は市制施行60周年を記
念し、行田市とともに歩み、結婚
60周年を迎えられたダイヤモンド
婚夫婦も表彰します。
　当日は表彰式のほか、アトラク
ションを予定しています。なお、招
待者には後日通知します。

▶日時　9月12日（土）午前10時
▶場所　「みらい」文化ホール
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福

祉担当（内線223）

敬老模範家庭などの
合同表彰式を行います

　市では、敬老事業の一環として、今年結婚50周年を迎えるご夫婦や、
すでに結婚後50年を経過したご夫婦に、お祝いの記念品を贈呈します。
　また、今年度は結婚60周年を迎えられたダイヤモンド婚夫婦にも記念
品を贈呈します。
　該当される方は申請してください。

▶受付期間　6月1日(月)～7月17日(金)※期間厳守のこと
▶対　　象　（婚姻年月日は、挙式した日または入籍した日どちらでも可）

【金婚夫婦】昭和34年12月31日以前に結婚されたご夫婦
　※昨年までに受領されている方を除く

　　　　　　【ダイヤモンド婚夫婦】昭和24年1月1日から12月31日
　までに結婚されたご夫婦

▶申請方法　高齢者福祉課にある指定の申請用紙に記入し、同課8番窓
口へ提出してください。印鑑、戸籍謄本などは必要ありま
せん。なお、代理申請は可能ですが、電話での申請はでき
ません。

　70歳以上の方を対象に贈呈していた敬老記念品（市内商店街共通
商品券500円）は、昨年度で終了させていただきました。

　　なお、77歳（１万円）、88歳（２万円）、99歳（３万円）の方に
　対する敬老祝金贈呈は、引き続き実施します。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）

金婚夫婦・ダイヤモンド婚夫婦に
記念品を贈呈します

　10月支給分の公的年金から個人住民税（市民税・
県民税）の特別徴収（引き落とし）が始まります。こ
れにより金融機関などに出向く必要がないため、納め
忘れがなくなります。また、納める回数が増えること
で、１回の納税額が軽減されます。
　なお、この制度は個人住民税の納税方法を変更する
もので、新たな負担は生じません。

▶対象となる方　該当年度の４月１日現在65歳以上の年
金受給者で、前年中の年金所得に係る個人住民税の納税
義務のある方。ただし、次の場合は対象になりません。

　・公的年金の年額が18万円未満の場合
　・介護保険料が公的年金から引き落としされていな

　い場合
▶対象となる年金　老齢基礎年金または昭和60年以

前の制度による老齢年金、退職年金など　
　※障害年金や遺族年金などの非課税の年金は対象と

　なりません
▶対象となる税額　公的年金等所得に係る個人住民税
▶その他　特別徴収が開始されるまでの税額は、６月

および８月に普通徴収（納付書または口座振替で納付
する方法）により納めていただくことになります。
▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231・232）

個人住民税の公的年金からの
特別徴収制度が始まります

国民健康保険に加入している40歳から64歳までの方へ
　４月１日現在で国民健康保険に加入している方のう
ち、今年度40歳から64歳になる方に特定健診の受
診券を送付しました。受診期間は6月から8月までで
す。医療機関に予約のうえ、行田市国民健康保険証と
受診券を持参し受診してください。
　なお、65歳以上の方の受診期間は9月から12月ま
でですので、8月中に受診券を送付する予定です。

『平成21年度健(検)診のご案内』に変更があります
　実施医療機関一覧表の一部を次のとおり変更してく
ださい。
＜変更前＞　

＜変更後＞

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・272・273）

特定健診を受診してください

医療機関名 特定健診 後期高齢者
健診

生活機能
検査 ヤング健診

石井クリニック ○ ○

医療機関名 特定健診 後期高齢者
健診

生活機能
検査 ヤング健診

石井クリニック ○ ○ ○ ○
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市
で
は
、
都
市
計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
行
田
市
都
市
計
画
審
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

都
市
計
画
と
は
、
土
地
の
利
用
や
建
物
の
建

て
方
の
ル
ー
ル
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
事
項
に

関
す
る
計
画
を
定
め
て
、
都
市
の
将
来
像
を
決

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
審
議
会
は
、

市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
事
項
に

つ
い
て
調
査
お
よ
び
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
で
、
本
市
に
住
民

登
録
し
て
１
年
以
上
在
住
し
て
お
り
、
平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
方
を
除
き
ま
す
。

⑴
応
募
日
現
在
、
す
で
に
本
市
の
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
の
職
に
あ
る
方

⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年
間

▼
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す

▼
開
催
回
数　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
開
催

▼
応
募
方
法　

応
募
理
由
・
市
の
都
市
計
画
に

　

関
す
る
考
え
な
ど
に
つ
い
て
８
０
０
字
程
度

　

に
ま
と
め
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

　

・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式

自
由
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

８
６
０
１　

行

田
市
本
丸
２―

５　

行
田
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
「
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
募
集
」
係

▼
締
め
切
り　

６
月
30
日
㈫
必
着

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
の
う
え
決
定
し
、
全

員
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
計
画
担

当
（
内
線
３
５
５
・
３
５
９
）

　

下
水
道
事
業
の
運
営
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
意

見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
行
田
市
下
水
道

事
業
運
営
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
、

　

下
水
道
整
備
区
域
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

上
の
方
で
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
年
６
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

次
に
揚
げ
る
方
を
除
き
ま
す
。

⑴
応
募
日
現
在
、
す
で
に
本
市
の
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
の
職
に
あ
る
方

⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
員　

３
人　

▼
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年
間

▼
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す

▼
応
募
方
法　

総
務
課
、
下
水
道
課
、
中
央
公

民
館
、
下
水
道
整
備
区
域
内
の
各
地
域
公
民

館
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月
30

日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
下
水
道
課
業
務
担
当

へ
持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

０
０
３
８　

行

田
市
前
谷
１―

１
（
水
道
庁
舎
内
）
【
Ｅ
メ

ー
ル
】gesui@

city.gyoda.lg.jp

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
の
う
え
決
定
し
、
全

員
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
☎
５
６

　

４―

０
３
０
３

▼
日
時　

７
月
20
日
㈪
午
後
２
時
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
講
演　

「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」

▼
講
師　

山
田
邦
子
さ
ん　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
主
催　

行
田
市
医
師
会　

▼
共
催　

加
須
保
健
所
、
行
田
市
歯
科
医
師
会
、

行
田
市
薬
剤
師
会　

▼
後
援　

行
田
市

▼
そ
の
他　

午
後
１
時
か
ら
無
料
医
療
相
談
、

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
託
児
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
医
師
会
☎
５
５
６―

８
０
４
０　

　

行
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の

　
　
　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

行
田
市
下
水
道
事
業
運
営

　

審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

第
６
回
行
田
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

回 日　　時 内　　容

１ 6月30日(火)
午後1時30分～3時30分

開講式 オリエンテーション、食生活
改善推進員と地区組織活動について

２ 7月9日(木)
午前10時～正午

バランスのとれた食事を作ろう（調
理実習）

３
＊

7月31日(金)
午後1時30分～3時30分 歯周病から歯を守ろう（仮）

４
＊

9月30日(水）
午後1時30分～3時30分

誰 で も 出 来 る 筋 力 ト レ ー ニ ン グ
（仮）

５ 10月17日(土)
午前10時30分～11時30分

食生活改善推進員の活動に参加しよ
う

６
７
８
＊

12月4日(金)・11日(金)・
18日(金)
午前9時30分～11時30分

ウォーキング（仮）
～今の歩き方に自信はありますか～

９
＊

1月27日(水)
午後1時30分～3時30分

メタボリックシンドロームの予防と
改善（仮）
～あなたは実践できていますか～

食生活改善推進員養成講座
　食に関する知識と技術を学んでみませんか。

※日時が変更になる場合があります。＊印は健康講座と合同になります。

▶場　　所　保健センターほか
▶対　　象　市内在住で修了後ボランティア活動が可能な女性
▶定　　員　20人
▶費　　用　1,500円（テキスト代、材料費）
▶持 ち 物　健康手帳、筆記用具
▶申し込み・問い合わせ　6月15日(月)～19日(金)に電話で
　　　　　　保健センター☎553ー0053
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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見でき
る「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田
のおいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500mlペットボ
トル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館の
入館券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントしま
す。クイズに答えてあなたも行田ものしり博士になりま
しょう。

問１　平成13年にオープンした古代蓮の里では、夏の
開花期に何種類の蓮が楽しめるでしょう？

　Ⓐ10種類　　Ⓑ25種類　　Ⓒ41種類

問２　昨年、古代蓮の里東側の水田に、３種類の稲で描
いた田んぼアートの絵柄は何でしょう？

　Ⓐ行田蓮　　Ⓑ忍城御三階櫓　　Ⓒ鉄剣

問３　毎年市民団体が古代蓮の里に幼虫を放流している
ことにより、園内では夏の間、夏の風物詩ともいえる
昆虫の姿を見ることができます。その昆虫とは何で
しょう？

　Ⓐホタル　　Ⓑセミ　　Ⓒカナブン

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を
明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田も
のしり博士クイズ6月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　6月30日（火）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当

選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただき
ます。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付しま
す。なお、正解は市報ぎょうだ8月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「行田ものしり博士クイズ」４月号の正解
 【問１】Ⓑ昭和24年
 【問２】Ⓐ鉄剣マラソン
 【問３】Ⓐ元気な行田 輝く未来へ！

【ワード初級】（入門コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

① ７月 14 日（火）・15 日（水）・16 日（木）・17 日（金） 午前

② ９月１日（火）・２日（水）・３日（木）・４日（金） 午後

【ワード中級】（応用コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

③ ８月４日（火）・５日（水）・６日（木）・７日（金） 午後

④ 10 月７日（水）・８日（木）・９日（金）・14 日（水）・15 日（木）
・16 日（金） 夜間

⑤ 11 月 17 日（火）・18 日（水）・19 日（木）・20 日（金） 午前

【エクセル初級】（入門コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑥ ７月 28 日（火）・29 日（水）・30 日（木）・31 日（金） 午後

⑦ ９月８日（火）・９日（水）・10 日（木）・11 日（金） 午前

【エクセル中級】（応用コース）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑧ ８月 25 日（火）・26 日（水）・27 日（木）・28 日（金） 午前

⑨ ９月 29 日（火）・30 日（水）、10 月１日（木）・２日（金） 午後

⑩ 11 月４日（水）・５日（木）・６日（金）・11 日（水）・12 日（木）
・13 日（金） 夜間

【親子でパソコン】（小学生対象）
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑪ ７月 25 日（土）　 １日

⑫ ８月 22 日（土）　 １日

【インターネット・Ｅメール】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑬ 10 月 20 日（火）・21 日（水）・22 日（木）・23 日（金） 午前

【デジタルカメラ入門】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑭ 10 月 27 日（火）・28 日（水）・29 日（木）・30 日（金） 午後

【年賀状作成】
コース 日　　　　　　　　　　程 時間

⑮ 12 月１日（火）・２日（水）・３日（木）・４日（金） 午後

⑯ 12 月８日（火）・９日（水）・10 日（木）・11 日（金） 午前

※パソコンはウィンドウズ・ビスタです　

▶講習時間　【午前】午前９時～正午
　　　　　　【午後】午後１時 30 分～４時 30 分
　　　　　　【夜間】午後７時～９時
　　　　　　【１日】午前９時～午後４時
▶定　　員　各コース 20 人（先着順）
▶受 講 費　テキスト代相当
▶申し込み　6 月 27 日（土）午前 10 時から「みらい」文化ホー

ルで行います。電話での申し込みは、窓口で定
員に満たなかった場合に限り、午前 11 時から
受け付けます。

▶問い合わせ　中央公民館 ☎ 556 － 2649

パソコン講習会の受講生を
募集します

夏の軽装化を実施します
　市役所では、地球温暖化防止のための取り組みとし
て、冷房温度の引き上げを実施します。これにより、
軽装での勤務となりますので、皆さんのご理解をお願
いします。

▶実施期間　６月～９月
▶問い合わせ　人事課（内線209）
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創
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

７
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

▼
場
所　

行
田
商
工
会
議
所
会
議
室　

▼
対
象　

独
立
開
業
を
目
指
す
方
や
開
業
し
て

間
も
な
い
方

▼
受
講
料　

３
千
円　

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
そ
の
他　

両
日
と
も
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

行
田
商
工
会
議

所
☎
５
５
６―

４
１
１
１

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

・
雇
い
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労
働
者
に
対
す

る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
の
緩
和
と
所

定
給
付
日
数
の
拡
充

・
再
就
職
が
困
難
な
方
に
対
す
る
給
付
日
数
の

延
長

・
再
就
職
手
当
の
給
付
率
引
き
上
げ
と
支
給
要

件
の
緩
和

・
常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付
率
引
き
上
げ
と

支
給
対
象
者
の
拡
大

・
育
児
休
業
給
付
の
統
合
と
給
付
率
引
き
上
げ

措
置
の
延
長
（
平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）

・
雇
用
保
険
料
率
の
引
き
下
げ（
平
成
21
年
度

分
に
限
る
）

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
☎

０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
８
ま
た
は
行
田

公
共
職
業
安
定
所
☎
５
５
６―

３
１
５
１

▼
日
時　

６
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム　

▼
内
容　

①
解
雇
・
退
職
勧
奨
、
賃
金
不
払
い

な
ど　

②
労
働
保
険　

③
就
業
・
生
活
・
住

宅　

④
そ
の
他
労
働
に
関
す
る
事
項　

▼
費
用　

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８―

８
３
０―

４
５
２
２

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
相
談
や
面
接
相
談
を

随
時
開
催

　

平
成
21
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
年
度
更
新
お
よ
び
石
綿
健
康
被
害
救

済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
は
６
月
１

日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
、
申

告
書
と
納
付
書
を
作
成
の
う
え
、
金
融
機
関
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
説
明
会
を
県
内
各
会
場
で
行
い

ま
す
の
で
、
５
月
末
に
送
付
す
る
封
筒
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

課
☎
０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
３
ま
た
は

　

行
田
労
働
基
準
監
督
署
☎
５
５
６―

４
１
９
５

　

外
国
人
生
徒
の
高
校
進
学
を
支
援
す
る
た
め
、

多
言
語
に
よ
る
進
学
説
明
・
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

①
７
月
12
日
、
②
８
月
２
日
、
③
９

月
13
日
、
④
10
月
４
日
の
各
日
曜
日
午
後
１

時
～
４
時　

▼
場
所　

①
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー

ル　

②
本
庄
市
役
所
大
ホ
ー
ル　

③
新
所
沢

公
民
館
大
講
堂　

④
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ

ク
ス
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象　

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
子
ど
も
と

保
護
者　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
主
催　

彩
の
国
さ
い
た
ま
国
際
交
流
・
協
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

氏
名
・
学
年
・

出
身
国
・
通
訳
必
要
の
有
無
・
①
②
③
④
の

別
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
４
８―

８
３
３―

２
９
９
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８―

８
３
３―

３
２
９
１

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

解
雇
等
緊
急
労
働
相
談
会

　

労
働
保
険
料
と

　

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

　

外
国
人
の
た
め
の

　
　
　

高
校
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

新たな経済対策を決定しました
中小・小規模企業の皆さんへ

資金繰り支援をさらに拡充します
・緊急保証の枠を20兆円から、さらに30兆円にまで拡大します。 
・セーフティネット貸付の枠を10兆円から、さらに15.4兆円にま

で拡大します。（そのうち商工中金の危機対応業務は0.9兆円から
3.3兆円にまで拡大） 

・小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）の返済期間、融資限
度額について拡充します。　　　 

ものづくり・販路開拓などを支援します
・ものづくり中小企業の有する、基盤技術の高度化に対する支援を強

化します。　
　　 
商店街の取り組みを応援します
・空き店舗を活用した託児所の設置など、社会課題に対応する取り組

みを支援します。 

雇用維持に取り組む中小・小規模企業を支援します
・雇用調整助成金の支給の迅速化・簡素化を推進しています。
・中小企業庁が実施する、人材確保・育成のための「実践型研修」は、

雇用調整助成金や中小企業緊急雇用安定助成金の対象となります。 

経済危機対策における税制改正
・交際費などの損金不算入制度について、資本金1億円以下の法人の

定額控除限度額を400万円から600万円に引き上げ、交際費課税
を軽減します。　 

▶問い合わせ　関東経済産業局中小企業課☎048－600－0334ま
たは同中小企業金融課☎048－600－0425（直通）
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▼
日
時　

６
月
26
日
～
平
成
22
年
３
月
12
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
35
回
、
８
月
14
日
・
12
月

25
日
・
１
月
１
日
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼
対
象　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

▼
定
員　

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

▼
参
加
費　

２
千
６
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
10
日
㈬
午

前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

７
月
１
日
～
８
月
５
日
の
毎
週
水
曜

日
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容　

ク
ロ
ー
ル
で
の
15
ｍ
完
泳
を
目
指
す

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
（
医
師

な
ど
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除

く
）　

▼
定
員　

10
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ

オ
ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
15
日
㈪
午

前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

７
月
４
日
～
18
日
の
毎
週
土
曜
日

（
全
３
回
）
午
後
３
時
～
４
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容　

プ
ー
ル
の
中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体

操
を
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
（
医
師

な
ど
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
15
日
㈪
午

前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
期
日　

７
月
18
日
、
８
月
８
日
、
９
月
12
日
、

10
月
17
日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
平
成

22
年
１
月
16
日
の
各
土
曜
日
（
全
７
回
）　

▼
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

２
階
調
理
実
習
室　

▼
対
象　

単
身
老
人
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
父

子
家
庭
、
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
で
35
歳
以

上
の
男
性　

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

１
回
６
０
０
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
22
日
㈪
午

前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

▼
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度　

▼
申
込
書
請
求
先　

①
行
田
税
務
署
総
務
課
☎
５
５
６―

２
１
２
１

②
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係
☎

０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１
（
内
線
２
０

　

９
５
・
２
０
９
７
）　

③
人
事
院
関
東
事
務
局
☎
０
４
８―

７
４
０―

２
０
０
６
～
８

▼
受
付
期
間　

６
月
23
日
㈫
～
30
日
㈫
※
土
・

日
曜
日
を
除
く

▼
試
験
日　

【
第
一
次
試
験
】
９
月
６
日
㈰　

【
第
二
次
試
験
】
10
月
15
日
㈭
～
22
日
㈭
の

う
ち
指
定
す
る
１
日　

▼
合
格
発
表　

【
第
一
次
試
験
】
10
月
８
日
㈭

【
第
二
次
試
験
】
11
月
11
日
㈬　

▼
採
用
日　

平
成
22
年
４
月
１
日
㈭

▼
申
込
書
提
出
先　

人
事
院
関
東
事
務
局
（
〒

３
３
０―

９
７
１
２　

さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
１―

１　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁

舎
１
号
館
）

▼
問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７
）

　

初
級
手
話
講
習
会

　

高
齢
者
水
泳
教
室

　

高
齢
者　

　
　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

男
の
料
理
教
室

　

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
を

　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
山
車　

▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン　

▽
リ
コ
ー
ダ
ー　

▽
プ
リ
ン
タ　

▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー　

▽
ゴ
ル
フ

セ
ッ
ト
（
男
性
用
）
▽
熊
の
置
物　

▽
シ
ュ
ー
ズ

ラ
ッ
ク　

▽
ド
レ
ッ
サ
ー　

▽
冷
風
扇　

▽
パ
イ

プ
ベ
ッ
ド

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ　

▽
自
転
車
（
24

イ
ン
チ
・
26
イ
ン
チ
・
子
供
用
）
▽
電
子
キ
ー
ボ

ー
ド
（
楽
器
）
▽
バ
イ
ク(　
　

）
▽
ヘ
ア
ー
ド

ラ
イ
ヤ
ー　

▽
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ　

▽
カ
メ
ラ
（
一

眼
レ
フ
・
フ
ィ
ル
ム
使
用
）
▽
液
晶
テ
レ
ビ　

▽

卓
上
ミ
シ
ン　

▽
歩
行
器　

▽
リ
ヤ
カ
ー　

▽
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー　

▽
プ
リ
ン
タ　

▽
い
す

（
子
供
用
）
▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ

レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
Ｍ
Ｄ
レ

コ
ー
ダ
ー　

▽
電
話
機　

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス　

▽
洋
服

ダ
ン
ス　

▽
食
器
洗
い
機

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５

　

６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

50
cc
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 6月21日（日） 行田中央総合病院  7月  5日（日） 壮幸会
行田総合病院

6月28日（日） 壮幸会
行田総合病院  7月12日（日） 壮幸会

行田総合病院

子どもの健康
乳幼児健診
　対　　象　4カ月児・1歳6カ月児・2歳7カ月児・3歳6

カ月児
　そ の 他　転入されたお子さんで前住所地で受診してい

ない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　6月17日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年3月1日～15日生まれのお子さ

ん
　②受付日時　7月2日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年3月16日～31日生まれのお子

さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　①受付日時　6月24日（水）午後1時30分～4時
　②受付日時　7月8日（水）午前9時30分～11時30分
　①②とも対象は小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　7月8日(水）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成21年1月15日～2月14日生まれのお

子さんがいる方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　7月2日（木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします。

※いずれも場所は保健センター

健康講座① ストレッチ体操
～自宅で簡単に無理なくできる～

　ストレッチには、「肉体的・精神的な緊張を解消するこ
とによる老化予防」「疲労の回復を早め、治癒能力を向上
させる」「体の柔軟性を向上させ外傷などを予防する」な
どの効果があります。この機会に室内でできる運動・スト
レッチを始めてみませんか。

日　　時　7月6日(月)・16日(木) 午前9時45分～正午
　　　　　※原則、2日間参加してください
場　　所　グリーンアリーナ柔道場
内　　容　新井恵子さん（健康運動指導士）による運動
対　　象　市内在住で運動に関心のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　運動しやすい服装、飲み物、タオル、健康手帳、
　　　　　筆記用具
申し込み　6月15日(月)から保健センター

８
はちまるにいまる

０２０よい歯のコンクール
　歯は、食べることを通じて健康づくりに重要な役割を果
たすとともに、生活全般を楽しむためにとても大切なもの
です。長年にわたり健康な歯を維持している方を対象に
「8020よい歯のコンクール」を開催します。
　次の①～③に該当し、参加を希望される方は保健セン
ターまで申し込みください。
①平成21年４月１日現在で80歳以上の方
②ご自分の歯が20本以上ある方（治療済みの方も可）で
　健康な方
③今までに当コンクールで表彰経験のない方

日　　時　7月2日（木）午前9時～正午
場　　所　保健センター
主　　催　北埼玉郡市歯科医師会
協　　力　行田市
申し込み　6月25日（木）までに保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　7月10日（金）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　7月10日（金）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　7月10日（金）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　6月18日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心配

　事がある、人間関係に悩みがあるという方

※いずれも場所は保健センター
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  6月23日㈫　※次回7月28日㈫の予約は   
  7月1日㈬から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   6月15日㈪、7月6日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   6月21日㈰、7月3日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  6月15日㈪・18日㈭・19日㈮・22日㈪   
 ・25日㈭・26日㈮・29日㈪、7月2日㈭・  
  3日㈮・6日㈪・9日㈭・10日㈮・13日㈪

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   6月18日㈭・25日㈭、7月2日㈭・9日㈭      

  ※電話相談は6月20日㈯　対象：市内在住の方
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   6月16日㈫・19日㈮・23日㈫・26日㈮・30
  日㈫、7月3日㈮・7日㈫・10日㈮・14日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   7月8日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   6月16日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   7月5日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   6月16日㈫・23日㈫・30日㈫、7月7日
  ㈫・14日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （6月15日〜7月15日）

・落ち込んだ5分の過ごし方（大美賀直子）
・いじめでだれかが死ぬ前に（平尾潔）
・Ｂ型の品格（小林信彦）
・21世紀を生き抜くためのブックガイド（岩崎稔）
・砂冥宮（内田康夫）
・望郷の道（北方謙三）
・ぞうのたまごのたまごやき（寺村輝夫）
・赤毛のゾラ（クルト・ヘルト）
・すやすやタヌキがねていたら（渡辺有一）

▶日　　時　６月17日(水) 午前10時30分〜11時
▶対　　象　２、３歳児とその保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
 
▶日　　時　６月27日(土) 午前11時 
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　　
▶日　　時　７月４日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おはなしの会
　
▶日　　時　７月11日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生

▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット
※いずれも図書館おはなしのへやで行います 

　赤ちゃんの健やかな成長を願い、4カ月児健診に合わせ
て保健センターで絵本を配布しています。赤ちゃんといっ
しょに本をお楽しみください。
▶日　　時　6月16日(火)、7月3日(金)午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

▶日　　時　６月20日(土) 午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ピノキオ（86分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料 

新着図書

おはなし会
子ども映画会

ブックスタート

移動図書館巡回日程

7
月
9
日
（木）

北
小

7
月
8
日
（水）

7
月
7
日
（火）

星
宮
小

6
月
26
日
（金）

太
田
西
小

6
月
24
日
（水）

須
加
小

7
月
3
日
（金）

太
田
東
小

7
月
2
日
（木）

泉
小

6
月
18
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

6
月
17
日
（水）

荒
木
小

6
月
16
日
（火）

埼
玉
小

6
月
12
日
（金）

南
河
原
小

北
河
原
小

※変更となる場合があります。

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
6月8日（月）・15日（月）・22日（月）
29日（月）・30日（火）、7月6日（月）
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古代神話の再現に
会場の熱気も最高潮

４月27日、みんなでつくる公園整備事業が長野地
区の天神公園で行われました。
同事業は、市民、市、テクノホルティ園芸専門学校、
ものつくり大学の協働による手作りの公園整備として、
平成16年から毎年行っているものです。今回は、満
願自治会が同専門学校とともに花壇づくりから取り組
み、公園内には５つの花壇に色とりどりの花が植えら
れました。

手作りの花壇に色とりどりの花を

５月17日、古代蓮の里ホタルの川でヘイケボタル
の幼虫約１万匹の放流が行われました。これは、古代
蓮の里ホタルの会が古代蓮の里にホタルが定着し繁殖
することを目指し、市と協働で平成17年から行って
いるものです。
この日は、会員のほか市内保育園の園児とその保護
者らが参加。同会によるオリジナル紙芝居「ホタルの
一生」が上演された後、参加者は夏の夜にきれいに光っ
て飛び交ってほしいと願いながら、会員が自宅で育て
た幼虫を放流しました。

５月４日、第24回さきたま火祭りが
さきたま古墳公園で開催され、過去最多
の11万人が来場しました。会場には、
世界遺産サポーターの会のイメージキャ

ラクター「ニニギン」と「コノハちゃん」が着ぐるみとなっ
て登場。世界遺産登録に向けてのＰＲを行いました。
夜の帳

とばり

が下りるころ、勇壮な音楽とともにニニギノミ
コトとコノハナサクヤヒメが登場しました。古代神話を
再現した産屋炎上のシーンでは、たいまつを持った２人

が産屋に火を放ち炎に包ま
れると、会場の熱気も最高
潮に。オワケの臣によるご
託宣の後、花火が打ち上げ
られ、無数の大輪の花が夜
空を彩りました。

夏の夜に飛び交うことを願って
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５月４日、行田市市制施行60周年
記念「白河・桑名・行田サミット」が
みらいで開催されました。
行田ロータリークラブの主催で行わ

れたこの催しは、第１部で歴史小説「の
ぼうの城」著者の和田竜さんによる記
念講演が行われました。第２部のパネ
ルディスカッションでは、工藤市長、
友好都市の鈴木白河市長、水谷桑名市
長が「歴史と観光」をテーマに、各市
の観光や文化、これからのまちづくり
について熱く語りました。

熱く語られた友好都市の魅力

４月25日、行田グリーンアリーナでグリアリス
ポーツフェスタが開催され、元プロレスラーのアニ
マル浜口さんが講演を行いました。
娘・京子さんと二人三脚で歩んだ北京オリンピッ

クまでの険しい道のりについてのエピソードを真
剣な眼差しで語った浜口さん。「ワッハッハ」「気合
だー！」などと叫ぶ、おなじみのパフォーマンスを
披露すると、客席からは大きな歓声が沸き起こりま
した。

おなじみのパフォーマンスに大歓声

４月25日から５月10日まで、郷土博物館では
第53回埼玉県名刀展「彫り物のある日本刀」が開
催されました。
この催しでは、埼玉県刀剣保存協議会会員や同館
が所有・保管する不動明王や竜などが彫られた刀、
脇差し、槍

やり

などが展示されました。４月26日と５
月４日には同会本庄支部の会員による展示説
明会も行われ、来場者は鎌倉時代から現代ま
でに作られた芸術的逸品の解説に耳を傾けて
いました。
また、５月３日には行田市居合道連盟の会
員10人による居合道の演武が行われ、厳か
な雰囲気の中、見事な刀さばきが披露されま
した。

日本文化を刻んだ刀剣を展示



広  場

18

大
正
４
年
に
生
ま
れ
、
４
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
体

の
弱
い
母
親
の
看
病
を
し
な
が
ら
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

田
ん
ぼ
を
手
伝
っ
て
い
た
志
保
澤
さ
ん
。
農
家
に
嫁
い

で
か
ら
も
暑
さ
寒
さ
の
厳
し
さ
に
耐
え
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に
農
作
業
を
こ
な
し
、
94
歳
に
な
っ
た
現
在
で
も
農

繁
期
の
人
手
不
足
を
支
え
る
一
員
と
し
て
精
を
出
し
て

い
ま
す
。

今
日
は
何
か
ら
始
め
よ
う
か
と
考
え
な
が
ら
毎
朝
午

前
５
時
半
に
起
床
し
、
ま
ず
は
ほ
う
き
と
モ
ッ
プ
で
家

中
を
掃
除
す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

雨
が
降
っ
て
い
な
け
れ
ば
庭
に
出
て
、
植
木
の
水
や
り

や
草
取
り
な
ど
、
午
前
７
時
の
朝
ご
は
ん
ま
で
体
を
動

か
し
続
け
、
食
後
も
仕
事
を
見
つ
け
て
は
外
で
作
業
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
志
保
澤
さ
ん
が
雨
の
日
や
農
作
業

の
合
間
を
見
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
新
聞
広
告

を
使
っ
た
折
り
紙
細
工
。
完
成
図
を
思
い
描
き
な
が
ら

黙
々
と
制
作
に
励
み
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
親
せ
き

や
近
所
の
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
喜
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
農
業
に
親
し
み
、
田
植
え
や
稲
刈

り
も
家
族
の
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
き
た
志
保
澤
さ
ん
。

「
90
歳
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
力
も
弱
く
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

話
す
一
方
で
、
鍬
で
自
宅
前
の
畑
を
耕
し
た
り
、
農
作

業
を
し
て
く
る
家
族
の
た
め
の
お
昼
ご
は
ん
を
用
意
し

た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
活
動
意
欲
が
減
る
こ
と
は
な
い
よ

う
で
す
。
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
田
植
え
の
準
備

と
し
て
先
月
に
家
族
総
出
で
行
っ
た
苗
箱
へ
の
土
入
れ

と
種
ま
き
に
も
進
ん
で
参
加
し
、
１
千
６
０
０
枚
も
の

苗
箱
に
土
を
入
れ
る
作
業
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。「
疲

れ
た
ら
休
ん
で
い
い
ん
だ
よ
」
と
声
を
か
け
る
家
族
の

心
配
を
よ
そ
に
、
楽
し
そ
う
に
い
き
い
き
と
作
業
を
す

る
志
保
澤
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
若
い
人
に
は
負
け
な
い

気
力
と
体
力
の
持
ち
主
で
す
。

こ
こ
５
年
間
は
風
邪
を
ひ
い
て
医
者
に
か
か
っ
た
こ

と
も
な
く
、定
期
健
診
な
ど
へ
行
っ
て
も
“
異
常
な
し
”

と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
る
ほ
ど
丈
夫
な
体
で
い
ら
れ
る
の

は
家
族
の
お
か
げ
で
あ
り
、
健
康
に
毎
日
を
過
ご
す
心

得
は
「
人
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
く
こ

と
」
だ
と
話
し
て
く
れ
た
志
保
澤
さ
ん
。「
今
度
は
ラ

ジ
オ
体
操
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
、
多
忙
な
毎

日
に
ま
た
ひ
と
つ
日
課
が
加
わ
り
そ
う
で
す
。

	

忍	

伊
藤　

英
子

城
や
ぐ
ら
裳も
す
そ裾
を
飾
る
夕
桜

	

向
町	

佐
藤　

猶
子

一
本
で
全
景
と
な
る
滝
桜

	

佐
間	

藤
田　

素
仙

グ
ラ
ン
ド
に
美
と
和
告
げ
来
る
春
の
風

	

中
央	

藤
野　

芳
江

恥
ら
い
に
か
た
く
り
の
花
俯う
つ
むけ
り

	

荒
木	

秋
山　

二
郎

啓け
い
ち
つ蟄
や
老
い
し
吾
が
身
も
う
ず
き
出
す

	

荒
木	

小
林　

康
男

妻
の
留
守
ひ
と
り
酌く

み
け
り
春
満
月

	

須
加	

須
加
か
づ
江

花
冷
え
に
犬
も
背
中
を
丸
く
し
て

	

須
加	

原　

智
郁
子

姿
な
き
鶯
の
声
山
の
宿

	

埼
玉	

小
菅　

春
童

県
道
に
分
け
ら
る
桜
の
古
墳
群

	

南
河
原	

若
林　

水
翁

春
う
ら
ら
釣
師
あ
や
つ
る
点
と
線

俳 

句

健
康
な
毎
日
は

大
好
き
な
農
作
業
か
ら

志
保
澤 

か
ね 

さ
ん
（
南
河
原
・
94
歳
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

下
忍	

島
崎　

も
と

ゆ
る
ゆ
る
と
淀よ
ど

み
つ
解と
く

る
花
筏

	

清
水
町	

松
岡　
　

博

節
目
に
は
い
つ
も
花
あ
り
五
十
年

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

七な
な
そ
じ

十
路
の
間
近
に
あ
り
て
か
す
み
草

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

亡
き
夫
の
眼
鏡
で
す
ま
す
春
の
夜

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

風
の
国
上
州
千
の
鯉
幟

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『天使の庭』（押し花）
小菅倫子（埼玉）



本
間　

綾あ
や
か花 

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
哲
也
さ
ん　

母
・
千
秋
さ
ん

平
成
20
年
６
月
27
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
な
子
に
な
っ
て
ね
」

山
本　

萌も

か果 

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
大
介
さ
ん　

母
・
奈
穂
さ
ん

平
成
20
年
６
月
４
日
生
ま
れ

「
元
気
で
健
や
か
に
女
性
ら
し
く
☆
」

19

小
さ
い
布
を
は

ぎ
合
わ
せ
る
手
芸

と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
。
裏
布
と
の
間

に
綿
を
挟
ん
で

縫
っ
た
「
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
」

を
楽
し
ん
で
い
る

の
が
、
長
野
公
民

館
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

ク
ラ
ブ
で
す
。
25

人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
第
２
・
４
火
曜
日
と
第

１
・
３
金
曜
日
に
分
か
れ
て
午
前
９
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で
長
野
公
民
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

針
と
糸
で
縫
う
だ
け
で
は
な
く
、
配
置
や
配

色
と
い
っ
た
図
柄
の
デ
ザ
イ
ン
、
さ
ら
に
生

地
選
び
に
至
る
ま
で
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
こ

と
が
で
き
る
の
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
魅
力
で
す
。

皆
さ
ん
が
作
る
の
は
ペ
ン
ケ
ー
ス
、
ポ
ー
チ
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
小
物
か
ら
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
や

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
壁
掛
け
な
ど
の
大
き
な
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
完
成
ま
で
に
１
年
以
上
を

費
や
す
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
同
ク
ラ
ブ
で

は
ミ
シ
ン
は
使
わ
ず
、
ど
ん
な
大
き
な
作
品
で

も
一
針
一
針
心
を
込
め
て
手
縫
い
を
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
独
特
の
風
合
い
が
出
て
、
と
て
も

温
か
み
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。「
細
か
く

気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
根
気
の
要
る
作
業
で
す

が
、
作
品
が
完
成
し
た
と
き
の
喜
び
や
達
成
感

は
言
葉
に
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
る
皆
さ
ん
。
色
や
柄
の
異
な
る
布
を

自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作

品
を
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
作
業
を
す
る
時
間
が
楽
し
く
て
、

い
つ
も
次
の
活
動
日
ま
で
が
待
ち
遠
し
い
」
と

話
す
皆
さ
ん
は
、
２
年
に
一
度
の
展
示
会
に
向

け
、
出
品
す
る
た
め
の
作
品
づ
く
り
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
25
周
年
を
記
念
し
「
第
８

回
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
作
品

の
数
々
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
８
回
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
展

▼
日
時　

６
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

▼
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展
示
室

▼
問
い
合
わ
せ　

飛
田
恭
子
☎
５
５
６―

２
９
５
４

今
井　

陸り
く
と翔 

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
直
紀
さ
ん　

母
・
久
美
さ
ん

平
成
20
年
６
月
12
日
生
ま
れ

「
健
や
か
に
育
っ
て
ね
」

藤
田　

栞し
お
り 

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
光
さ
ん　

母
・
浩
子
さ
ん

平
成
20
年
６
月
26
日
生
ま
れ

「
素
直
で
優
し
い
子
に
♡
」

村
上　

元も
と
き基 

ち
ゃ
ん（
堤
根
）

父
・
和
男
さ
ん　

母
・
幸
世
さ
ん

平
成
20
年
６
月
８
日
生
ま
れ

「
特
技
☆
ハ
イ
ハ
イ
サ
ッ
カ
ー
！
」

○6月30日(火)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、7月2日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

長野公民館パッチワーククラブ
～世界に一つだけの作品づくり～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

平成20年8月生まれの
お子さんを募集します
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広告

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

▼
日
時　

７
月
３
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
学
習
室　

▼
内
容　

親
子
で
一
緒

に
体
を
動
か
し
た
り
、
七
夕
か
ざ
り

作
り
に
挑
戦
し
た
り
す
る　

▼
講
師

渡
辺
幸
子
さ
ん　

▼
対
象　

市
内
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
定
員

親
子
25
組
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料

▼
持
ち
物　

サ
イ
ン
ペ
ン
、
ク
レ
ヨ

ン
、
の
り
、
お
子
さ
ん
の
飲
み
物 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６

月
16
日
㈫
～
30
日
㈫
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎

５
５
６
ー
９
３
０
１

火
薬
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
打
ち
上
げ
よ
う

▼
日
時　

７
月
11
日
㈯
午
前
９
時
20

分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
対
象　

高

校
生
以
上　

▼
定
員　

６
人　

▼
費 

用　

１
千
円

銀
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う

▼
日
時　

７
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭

（
３
日
間
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
女
性　

▼

定
員　

10
人　

▼
費
用　

２
千
円

鋳
物
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う

▼
日
時　

７
月
28
日
㈫
午
前
10
時 

～
正
午
・
29
日
㈬
午
前
10
時
～ 

午
後
３
時　

▼
対
象　

小
学
生
と
そ

の
保
護
者　

▼
定
員　

20
人（
10
組
） 

▼
費
用　

１
組
３
千
円

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
１
９

▼
日
時　

７
月
１
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル　

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

大
井
チ
ン
ド
ン
一
座
「
チ
ン
ド
ン
で

明
る
い
社
会
を
」 

▼
入
場
無
料　

▼

そ
の
他　

当
日
午
前
10
時
～
正
午
に

第
３
学
習
室
で
保
護
司
会
・
更
生
保

護
女
性
会
に
よ
る
犯
罪
や
非
行
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す　

▼

主
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
行

田
地
区
推
進
委
員
会　

▼
問
い
合
わ

せ　

福
祉
課
（
内
線
２
６
４
）

▼
日
時　

７
月
２
日
㈭
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎
５
６
２

―

５
９
０
０

▼
日
時　

７
月
８
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

７
月
５
日
㈰
午
前
７
時
～

正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所　

さ
き
た

ま
古
墳
公
園
駐
車
場
（
西
側
休
憩

場
）　

▼
コ
ー
ス　
【
６
㎞
コ
ー
ス
】 

丸
墓
山
古
墳―
稲
荷
山
古
墳―

古
代

蓮
の
里―

前
玉
神
社―

奥
の
山
古
墳

―

移
築
民
家―

さ
き
た
ま
古
墳
公
園 

【
12
㎞
コ
ー
ス
】
丸
墓
山
古
墳―

稲

荷
山
古
墳―

古
代
蓮
の
里―
前
玉
神

社―

奥
の
山
古
墳―

さ
き
た
ま
緑
道

―

石
田
堤
公
園―

さ
き
た
ま
緑
道

―

移
築
民
家―

さ
き
た
ま
古
墳
公
園 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
小

学
生
以
上
）
※
小
学
生
は
保
護
者
ま

た
は
成
人
同
伴
と
す
る　

▼
参
加
費

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
） 

▼

主
催　

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会　

▼
申
し
込
み　

６
月
１
日
㈪
～

26
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各

地
域
公
民
館
（
月
曜
日
を
除
く
） 

▼

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

５
５
６―

８
３
３
６

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
、
子

ど
も
の
将
来
に
不
安
を
抱
え
る
方
を

対
象
に
子
ど
も
に
自
立
を
促
す
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
４
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
４
研
修
室　

▼
内
容 

子
ど
も
へ
の
接
し
方
や
子
ど
も
の
自

立
に
つ
い
て
の
手
立
て
を
学
ぶ　

▼

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
費
用
無

料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

６
月
４
日
㈭
か
ら
若
者
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
埼
玉
☎
０
４
８―

２
５
５―

８
６
８
０

親
子
で
楽
し
く
！

か
ん
た
ん
体
操
＆
七
夕
か
ざ
り

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」

第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

行
田
地
区
大
会

不
動
産
無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

第
８
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
古
代
蓮
と
忍
城
水
攻
め
コ
ー
ス
～

保
護
者
の
た
め
の
「
わ
が
子
」
の

自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
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6～8月

　市内で行われる主なイベントや草花などの見どころ情報を３カ月
ごとにまとめてご紹介します。

▶日　時　７月11日（土）午後０時30分
～３時

▶場　所　「みらい」文化ホール
▶内　容　《第１部》基調講演　講師：

金子兜太さん（現代俳句協会名誉会長）
　《第 2 部》パネルディスカッション
　○テーマ　蓮を生かしたまちづくり
　○パネラー　行田市長、金子明雄さ

ん（京都花蓮研究会会長）、南定雄
さん（蓮文化研究会会長） ほか

▶定　員　500 人（先着順）
▶入場料　無料
▶主　催　行田市観光協会
▶共　催　行田市
▶問い合わせ　行田市観光協会（商工

観光課内・内線３８２）

★蓮サミット

▶日　時　７月 19 日（日）午前７時
～ 11 時 30 分　
▶場　所　古代蓮の里
▶内　容　野だて、朗唱の会歌会、蓮

粥の試食会、蓮茶のふるまい など
▶問い合わせ　行田市蓮まつり実行

委員会事務局（太田公民館内・☎
559-4299）

★第 12回行田蓮まつり

▶日　時　７月 25 日（土）・26 日（日）
▶場　所　国道 125 号線歩行者天国区域・県道古墳群線
▶内　容　【25 日】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント
　　　　　【26 日】浮き城だんべ踊り、山車のたたき合い
▶問い合わせ　行田浮き城まつり実行委員会高橋☎ 090 ー 3318 ー 4295

★第 16回市民祭　行田浮き城まつり

▶期　間　７月４日（土）～ 8 月 30
日（日）
▶場　所　郷土博物館
▶内　容　昭和 24 年の市制施行か

ら現在までの行田市の歩みを写真
で振り返ります。

▶入館料　大人 200 円、高校・大学
生 100 円、小 ･ 中学生 50 円

▶問い合わせ　郷土博物館☎ 554 － 5911

★市制施行 60周年記念
　行田市の 60年

▶期　間　７月11日（土）～8月30日（日）
▶場　所　郷土博物館
▶内　容　市内の寺院や神社に奉納

された絵馬を集めて展示し、奉納し
た人々の絵に込めた思いを紹介しま
す。
▶入館料　大人 200 円、高校 ･ 大学

生 100 円、小 ･ 中学生 50 円
▶問い合わせ　郷土博物館☎ 554 － 5911

★市制施行 60周年記念　第 20回テーマ展
　絵馬～描かれた祈り～

蓮（6月中旬～ 8月中旬）…古代蓮の里、水城公園
アジサイ（6～ 7月上旬）…水城公園、古代蓮の里
ポピー（6月）………………さきたま古墳公園

花菖蒲（6月中旬～下旬）…さきたま古墳公園
アヤメ（6月）………………古代蓮の里
ホテイアオイ（8月下旬）………水城公園

草花の見ごろ・見どころ

　市内で行われる主なイベントや草花
などの見どころ情報を３カ月ごとにま
とめてご紹介します。

第16回市民祭・行田浮き城まつりイベント参加者
①浮き城だんべ踊り参加連
▶開催日　７月 26 日 ( 日 )
▶参加費　一人１００円
▶特典　踊りコンテスト優秀連に賞金（総額 10 万円）　
②フリーマーケット
▶開催日　７月 25 日 ( 土 )
▶参加費　５００円
▶募集出店数　50 店

③ステージイベント
▶開催日　７月 25 日 ( 土 )・26 日 ( 日 )
▶場所　祭り会場中央ステージ
▶内容　バンドライブ、踊り、太鼓など
④お祭りボランティア
　７月 25 日 ( 土 )・26 日 ( 日 )「行田浮き城まつり」の
手伝い。いずれか１日でも可。
▶問い合わせ　 行 田 浮 き 城 ま つ り 実 行 委 員 会 高 橋 
　☎ 090―3318―4295



催し・募集
▼
日
時　

７
月
５
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

行
田
市
文
化
団
体
連

合
会
に
所
属
す
る
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

12
団
体
に
よ
る
発
表　

▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

と
き
め
き
レ
イ
ン

ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
５
５
６―

６
３
７
１

▼
日
時　

７
月
12
日
～
８
月
23
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
７
回
）
午
前
７
時 

～
９
時　

▼
場
所　

総
合
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　

初
心
者
、

初
級
者
、
中
級
者　

▼
定
員　

60

人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

３
千

円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
講
師　

日
本

体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員 

▼
そ
の
他　

貸
与
ラ
ケ
ッ
ト
多
少
有

り
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意　

▼

主
催　

行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
申

し
込
み　

６
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯
午

後
１
時
～
３
時
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
２
階
会
議
室　

▼
問
い
合
わ

せ　

普
及
委
員
遠
藤
☎
０
９
０―

７
８
１
４―

８
３
２
７

▼
日
時　

７
月
４
日
㈯
午
後
６
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行

田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び　

▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
合
唱

連
盟　

▼
そ
の
他　

８
弦
ギ
タ
ー
と

ケ
ー
ナ
の
デ
ュ
オ
の
ゲ
ス
ト
出
演
あ

り　

▼
問
い
合
わ
せ　

幸
谷
宅
☎

５
５
４―

０
８
３
３

▼
日
時　

６
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
曲
目　

風
之
舞
、
ロ

ス
ロ
イ
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
メ
ド
レ

ー
、
美
女
と
野
獣
メ
ド
レ
ー
ほ
か　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

校
吹
奏
楽
部
顧
問
門
倉
☎
５
５
６―

６
２
９
１

▼
日
時　

６
月
20
日
㈯
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
25
分

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時

25
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
題
名　

ブ
タ
が
い
た
教

室　

▼
入
場
料　

４
歳
以
上
前
売
り

８
０
０
円
（
当
日
９
０
０
円
） 

▼
主

催　

行
田
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見

る
会
▼
後
援　

埼
玉
県
、
行
田
市
教

育
委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

北
埼

教
育
会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　
【
Ａ
コ
ー
ス
】
６
月
21
日

㈰
【
Ｂ
コ
ー
ス
】
７
月
12
日
㈰　

両

コ
ー
ス
と
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア 

▼
対
象　
【
Ａ
コ
ー
ス
】
40
歳
以
上

の
方
【
Ｂ
コ
ー
ス
】
25
歳
以
上
の
方

▼
会
費　

２
千
５
０
０
円
（
会
員

２
千
円
）
※
食
事
・
飲
み
物
付
き 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開
催

10
日
前
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
荒
木
☎

５
５
４―

０
１
６
２

核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
廃
絶
の
願

い
を
込
め
て
、「
２
０
０
９
平
和
の

た
め
の
埼
玉
の
戦
争
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

戦
後
64
年
を
迎
え
、
小
学
生
の
祖

父
母
で
さ
え
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

が
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
お
持

ち
の
戦
時
資
料
を
用
い
て
戦
争
体
験

と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
戦
時
資
料
の
提
供

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
預

か
り
し
た
資
料
は
、
展
示
会
終
了
後

に
返
却
し
ま
す
。

２
０
０
９
平
和
の
た
め
の
埼
玉
の
戦

争
展

▼
期
間　

７
月
30
日
㈭
～
８
月
３
日

㈪　

▼
場
所　

Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
西
口
前

コ
ル
ソ
７
階
ホ
ー
ル　

▼
入
場
無
料

▼
主
催　
「
２
０
０
９
平
和
の
た
め

の
埼
玉
の
戦
争
展
」
実
行
委
員
会
▼

問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会
☎

０
４
８―

８
２
５―

７
５
３
５

▼
日
時　

６
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里

▼
内
容　

住
宅
耐
震
相
談
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
相
談
、
な
ん
で
も
住
宅
相

談
、
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
配
布
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
網
戸
の
張
り

替
え
、
ま
な
板
削
り
、
木
工
教
室
、

竹
細
工
、
鳥
の
巣
箱
作
り
、
食
べ

物
販
売
な
ど　

▼
後
援　

国
土
交
通

省
、
埼
玉
県
、
行
田
市
ほ
か　

▼
問

い
合
わ
せ　

埼
玉
土
建
行
田
羽
生
支

部
☎
５
５
３―

２
３
２
１

22

広告

第
12
回
と
き
め
き

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

早
朝
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

戦
争
の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す

第
32
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
37
回
定
期
演
奏
会

県
立
進
修
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
11
回
定
期
演
奏
会

第
63
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
見
る
会
上
映
会

婚
活
懇
親
会

行田市の人口と世帯　　　　人口 86,759 人　　男 43,224 人　　女 43,535 人　　世帯数 32,339 世帯
（平成 21 年５月１日現在）　４月中の異動　出生 43人　転入等 277 人　死亡 76 人　転出等 308
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広告

４
時
ま
で　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内

容　

第
59
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

に
入
選
さ
れ
た
方
の
作
品
展
示　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

８
月
23
日
㈰
午
後
２
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
出
演　

林
家

木
久
扇
、
三
遊
亭
好
楽
、
江
戸
家

小
猫
、
三
遊
亭
楽
京
、
林
家
ひ

ろ
木　

▼
入
場
料　

全
席
指
定

２
千
５
０
０
円　

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

６
月

６
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
（
電
話
受

け
付
け
は
翌

日
午
前
10
時

か
ら
）

古
代
蓮
の
里
に
咲
く
好
み
の
花

蓮
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
投
票
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
一
番
人
気
の
花
蓮
を

決
定
し
ま
す
。
投
票
さ
れ
た
方
に

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
（
一
人
１
回
の
み
）。

詳
細
は
、
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

ikiiki-zaidan.or.jp/kodaihasu/
(

モ
バ
イ
ル
版　

http://w
w

w
. 

ikiiki-zaidan.or.jp/kodaihasu/
m

obile/top)

▼
期
間　

６
月
20
日
㈯
～
８
月
９

日
㈰

【
コ
ー
ス
１
・
初
心
者
向
け
】　

▼
日
時　

６
月
21
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
１
時　

▼
内
容　

デ
ジ
カ

メ
の
各
種
機
能
お
よ
び
基
本
操
作

の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
楽
し
く
学
ぶ
。
▼
参
加
費 

１
千
円

【
コ
ー
ス
２
・
初
心
者
～
中
級
者
向
け
】

▼
日
時　

６
月
27
日
㈯
午
前
６
時
～

８
時
（
撮
影
会
）、
正
午
～
午
後
２

時
30
分（
作
品
発
表
お
よ
び
講
評
会
） 

▼
内
容　

撮
影
会
を
実
施
し
、
作
品

の
発
表
会
な
ど
を
行
う
。 

▼
参
加

費　

２
千
円

▼
講
師　

前
野
勝
美
さ
ん
（
写
真

家
）
▼
対
象　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

お
持
ち
の
方
。 

▼
定
員　

各
コ
ー

ス
30
人
（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み 

６
月
12
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
電
話

で
古
代
蓮
会
館

▼
日
時　

７
月
11
日
～
８
月
８
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時
20
分　

▼
場
所　

商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　

▼
内
容 

ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
、
母
親
（
保
護
者
）
と
子
ど

も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
（
初
心
者
向
け
） 

▼
講
師　

オ
リ

ビ
ア
小
林
さ
ん　

▼
対
象　

４
～
６

歳
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
母
親
（
保
護

者
可
） 

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
人
１
千
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

６

月
18
日
㈭
午
後
２
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
（
電
話
受
け
付
け
は
午
後
２
時

30
分
か
ら
）

▼
変
更
す
る
期
間　

６
月
20
日
㈯

～
８
月
９
日
㈰
※
期
間
中
の
休
館

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
開
館
時

間　

午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分

※
入
館
は
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ

の
他　

期
間
中
、
古
代
蓮
の
里
売

店
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
無
休
で
営
業
。
古
代
蓮
う
ど

ん
店
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
営
業
予
定
。

▼
会
期　

６
月
24
日
㈬
～
７
月
20

日
㈪
（
火
曜
日
休
館
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
※
入
場
は
午
後

古
代
蓮
会
館
の　
　
　

開
館
時
間
を　
　

変
更
し
ま
す

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

第
59
回
県
展　
　

入
選
作
品
展

Ｌ
・
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン 

サ
マ
ー

古代蓮会館アニメ上映会
上 映 日 作　　品　　名

6月13日（土） ウサギとカメ、一休さん、はなさかじいさ
ん

6月14日（日） ピーターパン、いなかのねずみと町のねず
み、白鳥のみずうみ

▶上映時間　午前11時～、午後2時～（各回30分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）が必要です。

市県民税・・・・・・・・・・１期
納期限・・・・・・６月３０日（火）

今月の納税

41
種
類
の　
　
　
　
　

花
蓮
コ
ン
テ
ス
ト

行
田
寄
席　
　
　

百
蓮
百
撮
！　
　
　
　
　

蓮
の
さ
ま
ざ
ま
な
撮
り
方

・
デ
ジ
カ
メ
講
座



　

昨
年
８
月
号
で
紹
介
し
た
今
津
印
刷
所
の
脇
の
細

い
通
り
を
東
に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
２
棟
の

洋
館
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
手
前
に
は
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）
８
月
に
建
設
さ
れ
た
背
の
高
い
洋
館

の
新
町
自
治
会
館
（
旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗
）
が
あ

り
、
そ
の
先
に
あ
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
長
井
写
真

館
で
す
。

　

行
田
13―

27
に
所
在
す
る
長
井
写
真
館
は
、
間
口

４
・
５
間
、
奥
行
４
・
５
間
の
木
造
２
階
建
て
の
洋

風
建
築
で
、
外
壁
は
板
張
一
部
モ
ル
タ
ル
塗
、
屋
根

は
金
属
板
葺ぶ
き

で
、
１
階
が
住
宅
、
２
階
が
ス
タ
ジ
オ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
確
な
建
設
年
代
は
不
明
で
す

が
、
大
正
時
代
に
フ
チ
イ
写
真
館
の
店
舗
兼
住
宅
と

し
て
建
設
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
築
当

時
は
敷
地
の
東
側
に
水
路
が
流
れ
（
現
在
は
未
舗
装

の
通
路
）、
通
り
は
こ
の
写
真
館
の
前
で
行
き
止
ま

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
有
者
が
現
在
の
長
井
写
真
館
に
変
わ

り
ま
し
た
が
、
建
設
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

変
わ
ら
ず
に
写
真
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
洋
館
は
、
南
側
か
ら
見
る
姿
と
北
側
か
ら
見

る
姿
が
大
き
く
違
っ
て
い
て
、
北
側
は
急
こ
う
配
の

屋
根
が
１
階
ま
で
延
び
て
、
そ
こ
に
ス
タ
ジ
オ
の
明

か
り
取
り
用
の
大
き
な
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
る
写
真

館
ら
し
い
特
徴
的
な
姿
を
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ

オ
、
待
合
室
、
階
段
な
ど
内
部
も
モ
ダ
ン
で
し
ゃ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
大
正
時
代
の
雰
囲
気

を
と
て
も
良
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
今
は
無
き
斉
藤
医
院
（
明
治
35
年
・

１
９
０
２
建
設
）
な
ど
、
明
治
30
年
代
ご
ろ
か
ら
洋

館
の
建
設
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
数

は
他
市
に
比
べ
て
少
数
に
と
ど
ま
り
、
な
お
か
つ
現

存
す
る
建
物
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
す
。
そ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
長
井
写
真
館
は
、
大
正
時
代
の
写
真

館
の
特
徴
を
今
に
伝
え
る
現
役
の
写
真
館
と
し
て
、

と
て
も
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
トマト…中２個　玉ねぎ…中１／４個　レタス…１枚　卵…１個　にんにく…１
片　サラダ油…小さじ１／２　水…300ml　固形スープの素…１個　塩・コショ
ウ…少々

作り方
①トマトはざく切り、玉ねぎ・にんにくは薄切り、レタスは短冊切りにする。
②熱した鍋にサラダ油を入れ、にんにくを入れて香りが立ったら玉ねぎをいた

める。
③トマトと水を入れ、固形スープの素を入れて煮る。
④塩・コショウで味を調え、レタスを入れてさっと火を通したら、割りほぐし

た卵を流し入れて出来上がり。

… ほ ん の り 酸 っ ぱ い …
ト マ ト と 卵 の ス ー プ

栄養成分（１人分）
エネルギー 88kcal　たんぱく質 4.9g　脂質 3.8g 
炭水化物 9.2g　塩分 1.2g　食物繊維 1.8g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

長
井
写
真
館

183

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

16

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.75
　生はもちろん、煮込んだり、焼いたりしてもおいしいトマトの季節がやって
きました。
　トマトの酸味は胃液の分泌を促進して食欲を増進させ、たんぱく質の消化を
助けます。夏の野菜として、その甘みや酸味が食欲増進、疲労回復にとても有
効な食材です。
　実だくさんのこのスープは、ベーコンを加えるとコクのある味になります。
完熟トマトを使うと色鮮やかでさらにおいしくなります。

　５月16・17日の２日間、ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークと
行田商工会議所の共催によるスタンプラリー「ぎょうだ蔵めぐりまちあ
るき」が「和を味わう」をテーマに行われました。
　ボンネットバスや人力車も登場し、約１,０００人の参加者は、古き良
き時代に思いをはせていました。

長井写真館
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